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樹木登録(必要な場合は樹冠登録ﾚｲﾔも)を「新規レイヤ」
に設定し、名前を変更して保存するとレイヤに分かれて
抽出した樹木の管理が可能

検出後の樹木点の追加削
除は樹木登録ﾚｲﾔ(必要な
場合は樹冠登録ﾚｲﾔも)を
作業を行いたいレイヤに
変更します。



処理区画を個別に設定する場合は
「ツール」→「レイヤ設定」

追加でレイヤを増設し、増設したレイヤ内でポリゴンを
作成して処理区画に設定します。

アクティブ点群レイヤ＝ベクタを乗せるレイヤ
ベクタ作成レイヤ＝ポリゴン作成等で作成したベクタを保存するﾚｲﾔ

※処理区画のデータをお持ちであればポリゴンを作成せずに「計算」→「材積計算」→
「処理区画インポート」で取り込むことも可能です


